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期間限定複数年度

【計画期間】

１　現状把握の部（DO）
(1) 事務事業の目的と指標
① 手段（主な活動）
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⑤活動指標

⑥対象指標

⑦成果指標
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28年度 (目標)
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業
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源
内
訳

地方債
その他
一般財源

事業費計  （A）

箇所

ウ

千　円

千　円

人

トータルコスト(A)＋(B) 千　円

延べ業務時間

④ 結果（基本事業の意図：上位の基本事業にどのように貢献するのか）

千　円

件

国庫支出金
都道府県支出金

(2) 総事業費・指標等の推移
　　　　　　　年度
　単位

千　円

千　円

千　円

1

1,236

3,500

3,204

③ 意図（この事業によって、対象をどう変えるのか）

・保存・活用される。
・次世代に継承される。 シ

ス

箱

遺跡

サ 発掘調査による出土遺物量

発掘調査報告書を刊行した遺跡数

前年度実績（前年度に行った主な活動）

ウ

史跡の市外保管出土資料の所在確認、個人住宅建設に伴う宮野貝塚発掘調査及び
発掘調査資料の整理、開発行為に伴う試掘調査、埋蔵文化財調査員（嘱託）1名の配
置

発掘調査（野外調査・室内整理）件数ア

今年度計画（今年度に計画している主な活動）
イ

キ

埋蔵文化財等

⑥ 対象指標（対象の大きさを表す指標）

単位

カ 埋蔵文化財数 箇所

② 対象（誰、何を対象にしているのか）＊人や自然資源等 名称

史跡の市外保管出土資料の所在確認、個人住宅建設に伴う宮野貝塚発掘調査資料
の整理、開発行為に伴う試掘調査

正規職員従事人数

1 2
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27年度 (目標)

単位名称

25年度 (実績)

ク

⑦ 成果指標（対象における意図の達成度を表す指標）

3,500

件
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3,100
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6,812
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23年度 (実績)
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1,550
3,1001,580
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・埋蔵文化財を記録保存（遺物、調査記録などを保存）する。
・調査報告書を作成し、調査成果を公開する。
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時　間

正規職員従事人数 5

3,100

24年度 (実績)

6,806
5

3,500
14,000

192

1
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11,969

14,000 14,000
3,500

千　円

2

404557

一般財源

192

事業費計  （A） 0

人件費計  (B)

26年度 (実績)

05 02
年度～）

年度

※全体計画欄の総投入量を記入

年度 ～

13

予算科目
会計 款 項 目 事業

01 10

事務事業ID
事務事業マネジメントシート 平成 27 年度

0848 27 6 8

事務事業名 文化財調査研究事業 実施計画登載事業 合併建設計画登載事業

政
策
体
系

政策名 豊かな心を育む人づくりの推進 事業期間

施策名 地域文化の伝承と創造

基本事業名 文化財の保存と活用
（開始 不詳

根拠法令 文化財保護法

所
属 文化財係 電話 27-3111

部課名 教育委員会事務局生涯学習課
課長名 木川田大典
係　名

事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細。期間限定複数年度事業は全体像を記述）

総
投
入
量
　

（
千
円

）

事
業
費

担当者 佐藤博崇 内線 292

全体計画（※期間限定複数年度のみ）

その他

人
件
費

延べ業務時間

都道府県支出金

 

財
源
内
訳

地方債

・文化財の調査研究を行う事業。主な事業内容は次のとおりである。
①埋蔵文化財緊急調査（開発に伴う記録保存。埋蔵文化財調査員（嘱託）が主体的に行う）、②埋蔵文化財調
査員（嘱託）の配置
・事業費は、埋蔵文化財緊急調査等に支出される。

⑤ 活動指標（事務事業の活動量を表す指標）

名称

国庫支出金

0
トータルコスト(A)＋(B) 0

40

0

－　1/3　－ （大船渡市）


